
鹿児島市立図書館        

図書館通信
♪ 子ども向けイベントが充実!～12 月～

  平成 24 年も残り 1 か月。子ども

たちにとっては、楽しい冬休みがも

うじきやってきますね!図書館でも、

12 月は子ども向けのイベントが充

実していますので、本を借りたり読

んだりすること以外でも、図書館を

楽しんでください。

【がらがらどんクリスマス会】

8 日(土) 14:00～15:15

・ おはなし文庫「がらがらどん」の人形劇を中

心としたおはなし会。

【読書感想画大会】 15 日(土) 10:00～11:30

・ 好きな本の場面や想像したことを描いてもら

います。10時までに児童コーナーに来てくださ

い。クレヨンと画用紙は準備します。絵を提出

した子どもたちには、スケッチブックをプレゼ

ントします。

【冬の図書館カーニバル】15 日(土) 14:00～15:25

・ 星ヶ峯幼稚園、さくら幼稚園のお母さん方

のグループ、鹿児島童話会、りとるコアラに

よるおはなし会。絵本の読み聞かせやペープ

サート劇など、盛りだくさんです。

【冬休み子ども映画会】23日～27日(25日は休館)

・ 子ども向け映画の上映会

♪ リサイクルブックフェアを開催しました。

11 月 17 日(土)と

18 日(日)に、リサイ

クルブックフェアを

開催しました。土曜

日は、あいにく雨と

なってしまいました

が、2 日間で約 2500

人の方にご来場いた

だきました。

図書館では、利用の少なくなった本について、

市民の方に無償でお渡ししています。

もう十分、多くの方に読んでいただいた本もあ

れば、あまり読まれなかった本もあります。その

ような本の中にも、よい本や興味深い本がたくさ

んありますので、より多くの市民の方に読んで

いただけるように、工夫していきたいと思ってい

ます。

♪ 図書館文化講座を開催しました。

11 月 24 日(土)「生

麦事件と薩英戦争

～幕末外交史のタ

ーニングポイン

ト」という演題で、

鹿児島純心女子大

学教授犬塚孝明先

生に、ご講演いただきました。生麦事件から 150

年の今年、各所で関連行事等も開催されているよ

うですが、事件についての詳しい内容を知り、そ

の時代背景等と関連して歴史を知ることの楽しさ

を改めて感じました。

定員を超える申込みがあり、お断りした方もご

ざいました。申し訳ありませんでした。

幕末史に関する犬塚先生のご著書も、多数所蔵

していますので、ぜひお読みください。

《参加者の感想から》

・ 生麦事件、薩英戦争の経緯、その後の薩英の

関係が詳細にわかり、文明開化へのターニング

ポイントといった様子がよくわかりました。

・ ずっとお会いしたかった先生の講演でした。

♪「詩とおはなしの会」を開催しました。

11 月 25 日(日)に、「詩とおはなしの会」を開催

しました。県内の語り手の方がグリムのお話を中

心に語られました。それぞれに独特な語りを聞い

ていると、自然にお話の世界に引き込まれてしま

いました。
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=休館のお知らせ=

■ 年末年始休館

12 月 28 日(金)～1 月 4 日(金)

■ システム更新のための休館

1 月 15 日(火)～1 月 31 日(木)

※ホームページもご利用いただけません。

ご不便をおかけしますが、ご理解のほどよろし

くお願いいたします。



＝12 月行事予定表＝

1 土
がらがらどんおはなし会 11:00

キッズタイム:鴨池小学校「絵本の時間」

2 日 日曜映画会 14:00

6 木 おはなしのじかん 14:00

8 土 がらがらどんクリスマス会  14:00

9 日 日曜映画会 14:00

13 木 おはなしのじかん 15:30

14 金 あかちゃんのためのおはなし会 14:00

15 土

がらがらどんおはなし会 11:00

読書感想画大会 10:30

冬の図書館カーニバル(おはなし会) 14:00

16 日 日曜映画会 14:00

20 木 おはなしのじかん 15:30

22 土 キッズタイム : りとるコアラ

23 日

冬休み子ども映画会 14:00
24 月

26 水

27 木

12 月 28 日(金)～1 月 4 日(金)は年末年始休館

『地域・施設で死を看取るとき

いのちと死に向き合う支援』

小畑万里 編著 明石書店

(分 類 490.1 オ)

死は誰にでも訪れるもので

あり、身近な人に死が迫ってい

るとき、わたしたちはそのこと

を考えずにはいられません。

医療の場のみならず、福祉の

場でも死に向き合う機会が増

えていますが、この本は福祉の

現場で働いている方々の、死へ

の向き合い方、看取り方の実践

をとおして、死について考えさ

せてくれます。

『新しい火の創造 エネルギ

ーの不安から世界を開放するビ

ジネスの力』

エイモリー・B・ロビンス 山藤泰訳

ロッキーマウンテン研究所

ダイヤモンド社 (分類 501.6 ア)

石油と石炭によって人間の

文明は栄え、近現代の歴史が刻

まれてきたといっても過言で

はありません。そして今また、

わたしたちは大きなエネルギ

ーの問題に直面しています。

この本は利益と雇用から国

家安全保障や健康・環境への責

任まで実践的な道筋を示して

います。

『大日本名将鑑』

歴史魂編集部 編

アスキーメディア・ワークス

(分類 721.8 ツ)

幕末から明治時代にかけ

て人気を博した浮世絵師・月

岡芳年の残した『大日本名将

鑑』。天磐戸から徳川家光ま

で、51 名の人物について、

その人物画と詞書から構成

されている。

詞書によって、絵の場面を

理解することができ、芳年の

絵を楽しみながら、日本史の

流れを概観できる。

１位 『死命』      薬丸岳 文芸春秋

２位 『1Q84 book3 』   村上春樹 新潮社

３位 『赤い指』 東野圭吾 講談社

４位 『ラスト・コード』 堂場瞬一 中央公論新社

５位 『鴉浄土』 沢田ふじ子 幻冬舎

６位 『３びきのおっさん ふたたび』

有川浩 文芸春秋

７位 『夜鳴きめし屋』 宇江佐真理 光文社

８位 『プラチナデータ』 東野圭吾 幻冬舎

９位 『モンスター・シークレット』

藤本ひとみ 文芸春秋

10 位 『語りつづけろ、届くまで』 大沢在昌 講談社

11.30 現在

～図書館見学 他～

11 月は、城南小学校、坂元台小学校、清和小学校、東

昌小学校の皆さんが見学に来られました。

また、鹿児島東高校、鹿児島工業高校の生徒さんたちが

職場体験学習に来られました。

「読書ゆうびん展」今年も好評でした。たくさんの方に

ご覧いただきありがとうございました。


